
事例８ 楽しんで読書をし、思いや考えを伝え合う態度を養うことをねらった実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴを活用した主な学習場面 

 

・活動の場面 

・振り返りの場面 

 

ＩＣＴ活用の利点  

①音読劇などを撮影し、見返すことで、自分の活動と教科書の言葉を結び付けて考えられる。 

②毎時間の学習を可視化するとともに、蓄積していくことで、自らの学びを自覚しながら、できるこ

とが増えていく達成感を味わえるようになる。 

 

１ 単元名・教材名 ことばっておもしろい「おおきな かぶ」 

 

２ 児童の実態と本単元の意図 

本学級の児童はこれまでの国語の授業で、絵や物、他者や目に見えないものに言葉が結び付くこと

に気付くようになってきた。「はなのみち」では、「どのように」学ぶか、活動を自分で決めながら学

習に取り組むことも経験してきた。今後は言葉を正確に理解しながら、活動の楽しさとともに、少し

ずつ学びを自覚することも楽しめるようになってほしい。 

本教材「おおきなかぶ」は、「うんとこしょ、どっこいしょ。」という繰り返しの動作や、かぶを引

き抜くという想像しやすい展開により、内容の大体を捉えやすく、児童が音読や動作化を楽しめる教

材である。しかし、「まだまだ」や「やっぱり」という表現の違いや、「かぶをおじいさんがひっぱっ

て―」と、目的語が先に来る文章表現により、言葉を正確に理解しながら場面の様子を捉える必要が

ある作品でもある。 

本単元を指導するに当たって、小学校学習指導要領（平成２９年３月）の第１学年及び第２学年の

｢Ｃ 読むこと」の指導事項「イ 場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を捉えること。」を

重点的に指導しながらも、学びに向かう力の更なる涵養を目指す。具体的には､｢ことば」と繋がるこ

とで学びが広がっていく、という国語の時間の共通理解をもったうえで、一人一人が学習活動を設定

していく。単元の導入では、｢はなのみち｣でどのようなことをしたか想起しながら、その時の学びに

ついてうまくいったかどうかを児童に問う。そこで出てきた意見を基に、｢うまくいった｣とはどうい

う様子か、｢ことば｣をキーワードに確認していく。その後、物語を読み聞かせ、どのような活動が楽

しそうか意見を出し合い、自分のやりたい活動を選んでいく。単元の中盤では、どこで、誰が、何を

したのか、音読や動作化を楽しみながら確認し、人物の内言を想像する活動を通して内容の大体を理

解できるようにする。また、｢学ぶ場所・活動｣をそれぞれが考えて好きな学習活動に取り組める時間

を設けることで、学びを楽しみながら自分の活動を自覚できるようにする。教師はそれぞれの児童に

対して、立場を使い分けてアプローチし、一緒に学び関わっていく。加えて、毎時間学びを振り返る

場を設定することで、学びを自覚し次の学習の見通しをもてるようにする。最後には、単元で分かっ

たことや面白かったことを共有する時間をとることで、より自分の学びを自覚できるようにしたい。 

 

 

 

 

○学年    第１学年 

○主な領域  〔思考力，判断力，表現力等〕C読むこと 

○事例のポイント 

 ①１年生段階でも個に応じた学習を実現するため、児童が「選択・決定」を行い、「自覚・調

整」を促す学習環境を設定する。 

②児童が自らよりよく学ぶため、教師が児童の学びを受け止め、興味・関心を示し寄り添いなが

ら、一人一人に合わせてアプローチの内容や教師の立ち位置を変える。 



３ 単元の目標 

⑴ 文の中における主語と述語との関係に気付くことができる。      〈知識及び技能〉⑴カ 

⑵ 場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を捉えることができる。 

〈思考力、判断力、表現力等〉C(1)イ 

⑶ 言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合

おうとする。                      〈学びに向かう力，人間性等〉 

 

４ 本単元における言語活動 

  読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする 

活動。                               （関連：言語活動例イ） 

 

５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①文の中における主語と述

語との関係に気付いてい

る。（(1)カ） 

①「読むこと」において、場面の

様子や登場人物の行動など、内

容の大体を捉えている。（C(1)

イ） 

① 粘り強く場面の様子や登場人物の行

動を捉え、自ら設定した活動に向け

て学習を調整し、内容や感覚を伝え

合ったり演じたりしている。 

 

６ 指導と評価の計画（全６時間扱い） 

時 主な学習活動 学習内容 指導上の留意点・評価 
１ ○読むことの

楽しさにつ

いて考え

る。 
○学習を見通

して、ゴー

ルを確認す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 

○国語を大切

にして思い

や考えを伝

え合おうと

すること 

○「はなのみち」「つぼみ」で行った活動を写真と共に振り返る

ことで、楽しかった読むことの学習を想起できるようにする。 
○「おおきなかぶ」を読み聞かせたあとで、どのような活動がで

きそうか、考えを共有することで、児童のやりたいことが広が

り、単元全体の見通しをもてるようにする。 

２

・

３

・

４

・

５ 

・ 

６ 

〇自ら考えた

学習活動に

取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇主語と述語

の関係 
○場面の様子

や人物の行

動の読み取

り 
○活動の選択

の仕方 
 
 
 
 
 

〇毎時間、今日は何をしたいか考える時間をとることで、見通し

をもって１単位時間の学習に取り組めるようにする。 
〇誰がどのような活動をしているか、あらかじめネームプレート

で示すことで、個々の活動を協働的に行うきっかけにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事例のポイント① 

どのような活動があったか想起した後、

「国語の学習になるものは何だろう。」と

問うことで、「言葉」に着目して言語活動

を選べるようにする。 
 

編 P36 指導計画作成の留意事項⑵ 

事例のポイント① 

毎時間自分の学び（活動）を自分で選択

する時間を設けるとともに、前時で出て

きた課題を共有することで、少しずつ自

分の学びが自覚できるようにする。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○単元のまと

めをする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○言葉の働き 

○児童の行う活動に、教師が一緒になって興味・関心をもちなが

ら関わることで、夢中になって学びを楽しめるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○文具や写真、これまでの学びの掲示など、学習環境を事前に整

えることで、活動自体が自然と読むことの学習につながるよう

にする。 
○活動に一緒に参加しながら、なぜその活動になっているのかを

問うことで、改めて物語の場面の様子を具体的に想像できるよ

うにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○振り返りの時間を長めに取り、学ぶ様子の写真を見せるなど可

視化しながら行うことで、学びが自覚できるようにする。 
○これまでの学習を基に、読むことの楽しさや言葉の面白さを共

有することで、次単元への意欲が高まるようにする。 
 
【知識・技能①】 
読み取りの内容、ノート等の記述 
・誰が何をしたかという主語、述語の関係を理解しているか確認

する。 
 
【主体的に学習に取り組む態度①】 
ノート等の記述、作成物の確認 
・やりたいこと選び、粘り強く場面の様子や人物の行動を捉えよ

うとしているか確認する。 
 
【思考・判断・表現①】 
読み取りの内容、ノート等の記述、作成物の確認 
・物語の内容の大体を捉えているか確認する。 
 

 

７ 本時の学習指導（本時３／６時） 

⑴  目標 

○ 言葉がもつよさを感じるとともに、楽しんで読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え

合おうとする。                      〈学びに向かう力、人間性等〉 

事例のポイント② 

教師がまずは児童の活動に興味・関心をもち、受け止めることで、やりたいことを選択・決定

できるようにするとともに、児童自身も他者の学びを受容できる雰囲気をつくる。また、活動

そのものを楽しめるよう、あえて見守ることも積極的に行う。 

編 P36 指導計画作成の留意事項⑹ 

事例のポイント② 

児童の学びを見取った上で、必要に応じて全体での指

導を行う。その際、行動や様子について直接問うだけ

でなく、音読を全員で楽しむ、挿絵の並び替えをクイ

ズにする、読み取ったことを動作化するなどの活動を

織り交ぜることで、読むことの楽しさと活動の楽しさ

を結び付けられるようにする。 



⑵ 評価規準   

   〇 自ら設定した活動に向けて学習を調整し、粘り強く場面の様子や登場人物の行動を捉えようと

している。                      【主体的に学習に取り組む態度】 

 

⑶ 展 開 

学習活動 学習内容 指導上の留意点・評価 時間 

１ 前時の学習を振り返 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の学習を確認し、 

 活動を選ぶ。 

 

 

 

 

３ 共有した見通しを基に 

 それぞれが設定した学習  

活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主語と述語の関 

 係 

 

 

 

 

 

 

 

 

○内容の大体の捉 

 え方 

 

 

 

 

○言葉がもつよさ 

 の捉え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前時の学習で読み取ったことを振り 

 返り、本時の活動に見通しがもてる 

ようにする。 

○必要に応じて ICT 機器で前時の学習 

の様子を写した写真などを共有し、こ 

れまでの学習を可視化することで、よ 

り具体的に前時を振り返ることができ 

るようにする。 

 

○どのように進めるとよいか、それぞれ

の思いを共有することで、一人一人が 

自己調整しながら取り組めるようにす

る。 

 

 

 

○教師は児童に対して以下の５つのよう

に関わることで、児童が楽しみながら

学びを自覚できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
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事例のポイント② 

児童の学びを受け止め、興味・関心を示し寄り添いながら、一人

一人に合わせてアプローチの内容や教師の立ち位置を変える。 

編 P36 指導計画作成の留意事項⑹ 

編 P36 指導計画作成の留意事項⑵

ＩＣＴ活用の利点② 

毎時間の学習を可視化するとともに、蓄積

していくことで、自らの学びを自覚しなが

ら、できることが増えていく達成感を味わ

えるようになる。 

「おおきなかぶ」をたのしめる かつどうをえらぼう。 

①導く：何をするか悩む児童に対して、 前時までの様子を見せながら何をやってみたいか 

尋ねたり、それに必要な文具や活動例を示したりすることで、見通しをもって１時 

間の学習に臨めるようにする。 

②ゆだねる : 「相手」 「場所」 「活動」 をゆだねることで、 児童が自分なりに納得の 

      いく学びができるようにする。 

③受け止める：教師が率先して児童の学びを受け止め、 興味・関心を示すことで、互いに 

様々な学びを受け入れ、より自分の学びを進められるようにする。 

④伝える：教師が考えた活動や読んだ内容を伝えることで、繰り返し出てくる言葉や「ま 

く」と「うえる」の違いなど、 児童だけでは気付かない視点からも考えられる

ようにする。 

⑤共に生みだす：児童の活動に入り、一緒になって話し合うことで教師も含め、学級全体で 

よりよく学ぼうとする態度を養う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<期待される児童の反応例〉 

・劇をやりたいから、役割 

を分けるよ。「やっぱり」 

って、少しあきらめてい 

る様子なのかな。 

・絵本を作りたい。 書いて 

ないセリフも想像して書 

きたいな。 

 

 

 

４ 学習を振り返り、次時

の学習活動を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○振り返りの仕方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○具体的な児童の姿を例に挙げながら 

振り返ることで、 次時の具体的な見 

通しをもてるようにする。 

○丸や三角などの記号も一緒に書くこと 

で、 言語化することが難しい児童も

自分の学習を価値付けることができる

ようにする。 
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(4)板書計画 
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【人物の行動を想像しながら読む児童】 【場面の様子を想像して劇を行う児童】 【本文に読み方メモを書き音読する児童】 

く
り
か
え
し 

←  前時の確認  → 

評価規準 

【主体的に学習に取り組む態度①】 

単元の見通しの聞き取りや観察 

・粘り強く場面の様子や登場人物の行動を捉えている児

童を B とする。 

<「努力を要する」状況(C)への手立て> 

・見通しがもてない児童に対しては、どのような活動を

したらよいか共に考え、そこに繋がる叙述に着目する

よう声をかける。 

め
あ
て 


